
では、ビデオや電話を使って海外からの依頼にも
対応しています。普段の日本国内とは逆で、ドクターが外国人、
患者さんが日本人、例えば駐在員やそのご家族、また留学生や
旅行者というようなケースです。
依頼が多いのは東南アジアの契約先病院です。「ハーイ！
〇〇さーん！」と明るくフレンドリーな声で医療者が画面
の向こうから通訳者を呼んでくれます。東南アジアなまり
の英語のために聞き取りに悪戦苦闘することもありますが、
モデルのような出で立ちで撮影された現地医師たちの写真
付き病院パンフレットを横目で見ながら、こちらもニッコリ
笑顔で対応します。
最近は電話の三者通話を使って、日本で入院した患者さんの
病状を海外にいるご家族に報告する、というような通訳も
しばしばあります。まだコロナの影響で外国人の来日が難しい
ケースもあるため、オンラインでのこうした通訳時には海外の
ご家族から「ありがとう！」の声を聞かせていただけます。
　コロナ禍でインバウンドの状況も変化しましたが、高度な
日本の医療が海外から注目されている点は今も変わっていません。
医療に関する「架け橋」としての私たち通訳者は、いつどんな
シチュエーションでも役割が果たせるようトレーニングに
励んでいます。

Medi-Way  Medi-Way  

古くは渡辺淳一氏、その後は海堂尊氏の「バチ
スタ人気」を経て今もたくさんの現役医師による
小説が人気を博していますよね。通訳者たちの
おススメは、やはり医療ものです。
　通訳センターでもお互いに読み終わった本を
貸し借りしあったり、新刊が出れば読んだ人から
紹介してもらったり、と情報交換が盛んです。中
山祐次郎氏の「泣くな研修医シリーズ」や知念
実希人氏の「祈りのカルテ」は、最近 ドラマにも
なりました。「すばらしい人体」という話題の人体
＆医学入門書を勧めてくれる人もいます。
　マンガの「はたらく細胞」は、医療関係者だけ
ではなく、全国の子どもたちの中でも大人気で
アニメ化もされましたね。

　読者の方から「継続は力なり、もう 号まで
来ました .。まさに鉄人 号！」とコメントを
頂きました。とても嬉しく、また励まされました。
続けることの難しさは通訳の勉強も同じです。
　少し早いですが、皆さま、来年もどうぞ宜しく
お願いいたします。


